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mother-cells. The sp巴rmatangialmother-cell is homologous with the 5t巴rilesurface 

cell， but lieδnear the bas巴 ofth巴 surface cell (Fig. 4) 
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小石]と着生するマリモ属植物の附着器官

阪井!#志雄日 ・根 本幸人4

Y. SAKAI and S. ENOMOTO: Attaching organ of a species 

of Aegagropila gro¥Ving on small stones 

マ リモ属植物 (Aegagroρila)は多くの場合話形集団を形成し， 又或る

ものは，湖底等 lとマッ ト状tζひろがり，いわゆる マット 状集団を形成するも

のである。その訟団形成{ζ関して，発生初期lζは，他の回形物 (主 として牒)

[ζ附着したものが，それを核として，日記は又，後に遊離して趨形集団と成る

との説がある (西村 ;1923， p. 106.岡田 ;1938， p. 792t 又他物 lζ附着して

いる状態を写真で示したものもある (WAERN; 1932， Figs. 2， 3， 4)が着生の

ための附着器官 !と関しては殆んど記I1えもされず， 又， 図も与えられていな

。、
'
uv 

筆者等は昭和 33年 8刀及び 34i~二 10 刀の 2 凪 ， 北泌道文化財保護委員

会の依l属により 山田教授を長とし， 阿米fi胡の特別天然記念物マリモ (Aega

groρila saute7' i ) の調査を行なった際， 同湖水中より 小石 (小角T~巨) ， 木片等

に若生している マ リモ属植物を採集したので， ととにその着工生の状態等を報

レ ム ヲ

主主3 令。

採集地点は マ リモの生育場所として知られているテクノレイや， キネタ ン

守 北海道大学座学部杖i物学教室

- 39ー



118 深海~第 8巻第 3 号"日~1日 35 年 12 月

ぺからは少し離れた湖

水中の 17地点。 即ち

湖岸， 或は湖水中 の

島の沿岸近くである。

(Fig. 1)。 水深は 1~5

m，11寺IC::12.5 m の処も

あり，底質は砂，或は

岩盤で，多数の小石が

散在してい る。 乙の小

石のあるものに着生し

たマリモ属植物が見ら

れ，附近lζはVャヂク

モ (Charαsp)がよく

生育している傾向が見

られる。波打ぎわ等の

、、

6 
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Fig. 1. 阿~i~Jにおけ る磯上におとi二したマリモ府組

物の採必地点。 ローマ数字は 1958年のJ采集地点。

アラビア数字は 195911::の採集地点。

湖岸[ζ極めて近い浅所，iiifJ水1:1]火官官等の深目Fr，底質が軟泥，粘土の所からは，

附活ーするマ リモ属他物を見出す乙 とが出来なかった。

採集は湖沼用採泥掃を船上から使用して行なった 2 材料はピンセッ トで

礁から 剥附しホノレマリ γで固定，グリセリンプレパラ ート として検鏡 したι

被着生体は多く岩石片(l諜)で，I時[ζ将兵「(ヨ ν-Phragmitescommunis 

の根の断片)である乙ともある。 乙れらの1擦は泥岩，安山岩，石英11l而岩

質の ilを石等の角礁であり ， そ の大 き さは 3~8 cm で， 形は球状， 板状 ， 卵形

等とさまざまである。
まばら

植物体が棟lと着生する状態は，礁の表面lζ比較的政lζ， しっかりと着生

しているものと，密lζ，ゆるくお生するものとがある。前者の体は短かく ，

ピシセットで剥離する には可成り強く引張らなくてはならないが，後者では

体が長く ，容易lとl疎か ら剥献するととが出米るu

i深， 稗片等の他物lζ附着する植物体の治生部分(附着器官)は全て， 糸

状体の細胞から二次的lζ発出した仮根 (rhizoid)である a マリモ属植物が仮

根を生ず るととは極 く浩一通の乙と であるが，盤状，1契状等の糸状体の集団で

は，仮根は全て糸状体相互が組絡するためのものであり，他物[ζ着生するた

めのものではない。その形状は比較的附単で，糸状体lζ ラセ γ状l乙巻きつく ，
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いわゆる Cirroid(Hericoid)であ るか， 或は仮綴の先端が馬蹄形に分岐し他

の糸状体を把握してい るものとかである。 然るに， 他 物IC着生するた め の

Fig. 2. A， B， C 仮根の先端の細胞映が(111長して際の表而!とはりついた状

態の Dermoidx 58. D 仮恨の先端細胞に若るしい悩眼形成があり

分節し Knotenbuscher状となったもの，及び糸状体相互の緩絡のための

Hericoicl. x58. E， G 仮根の先端が分校し=次的に仮股が発iぶしてい

る Stolonid.x 58. F， H， 1.仮似のうも紛が掌状になり handf凸rmlg状と

なっているもの。 x58.
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120 ~S 類策 8 巻第3 号昭和 35 年 12 月

仮根Iζは，その形状にさまざまなものがあり，今日までに KJELLMAN(1898)， 

BRAND (1902， 1907)， HEERING (1921)等がジオグサ属 (Cladophora)，及びマ

リモ属植物の球形集団等から報告した仮根のすべての型を含んでいる。即ち

糸状体から発1:l:Jした仮根の先端が掌状lζ分l岐し，指状の部分で他物の表面を

把握しているもの (handformig)(Fig. 2， F， H， 1)，仮1授の先端細胞に著るし

Fig. 3. A， B. 植物体下部及び先端部の 2カ所で磁l亡者生する糸状体の全

形 x25. C， Aの糸状休下部の仮綬の一部 x58. D， Aの糸状休上部

の{反板の一部 x58.
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い隔膜形成が行なわれ小さく分節したいわゆる Knotenbuscherとなってい

るもの (Fig.2， D)，仮根の先端{ζ隔j肢を生じ，細胞l院がイ判長して他物の表面

にはりついた状態の Dermoid(Fig. 2， A， B， C)， 附着を強めるために補強的

K生じたと見られるもの (Verstarkungsrhizoid一健成仮根)(Fig. 3， C)，附着

のための仮根の先端から更に二次的lζ発出し，基質上を旬旬した形のもの

(Stolonid) (Fig. 2， E， G)等がある。 これらの他lζ， 前述のマリモ属植物lζ

一般に見られる纏絡のための仮根も見られる (Fig.2， D， H， 1; Fig. 3， A， B)。

乙れらの仮根は概して校の基部細胞，或は校の母細胞の下部から発出，

下降し，母細胞とはその太さを著るしく奥{ζ し，細くなっている。長さは個

体によってまちまちであるが太さは 14.5-36.3μ である。内容物は多くの場

合充実しているが，なかにはあまり充実していないもの，或は全く内容物を

欠き細胞膜だけが残っているもの等がある。後者は本来内容物が存在してい

たものが，後消失し細胞膜だけが残ったものと考えられる。仮根の発出は植

物体の下部K多く見られるが， 極く稀れには， 糸状体上部(先端細胞)にも

見られる ζとがある (Fig.3， A， B， Cl，。 乙の場合， 糸状体下部から発出した

仮根で他物Iζ附着すると同時に，糸状体上部からも仮根を発出して他物[ζ附

着している。乙れはマリ モ属植物の極性 (polarity)が絶対的なものではない

乙とを示すーっの例と見るととが出来ると思われる。

とれら他物lと着生する植物体の成因については，糸状体の形態，仮根の

発出方波及び形態等から， ζ の植物が一次的な仮根を発出し，成長したもの

とは考えられず，他所で発生し，水中を浮滋していた糸状体が，たまたま水

の動きの少ない，比較的深部の磯上lζ静止 し，やがて糸状体から仮根を発出

し，ζれが他物上[ζ発達し，附着器としての働きを持ち附着生育する状態、lζ

至るものと考えられる。即ち，マリモ属植物の仮根は，本来糸状体相互の題

絡のためのもの と考えられているが，適当な対象物と，附着器として発達す

る適当な条件(水流，水深，底質等)があれば，他物』ζ附渚するための器官と

なり，植物体は他物{ζ着生する乙とが出来るものと考えられるら

今回採集の， ζ れらのマ リモ属植物の種については，採集地点の二，三

の地点の周辺lζ大量の Aegagroρilasauteri KUETZING (マリ モ)が生育して

いる ζとから，同穫がたまたま礁の上lζ静止し，着生したものとも考えられ

る。

事実.~f者宅:の研究室では水流を与えた培養器中で小石 lζ悶着した マ リ
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モの糸状体を観察している。然 し，乙のマリモ属植物をよく観察 している と

糸状体を作る節間細胞が今日 までに記載された淡水産マリモ属植物よ り着る

しく太く (上部で直径 72.5μ，下部で 219μ)， 綿棒状をな し， その細胞l院は

厚 く，かつ固いとと，仮根の形態等の点で，マリ モと同種と は考 え られな

い。とれら は，阿寒湖の附近の唐路湖から既κ報告されている Aeg.sauleri 

f.ρrofunda HEERING (管里子，1934)とも異るものである。乙 の植物はむしろ

さの点で Aeg.canescens KJELLMAN IC，節間細胞の形状等で Aeg.ho!satica 

KUETZING，或は Aeg.martensii MENEG~ . !C共通する点が多い。 然し， 今

回，阿寒河jから はζ の穏の植物の盤形集団を も，又マット状集団をも採集す

る事は出来なかった。

ヌド稿を終るに当り 現地lζ於いて種々御助言を賜り ，又御校聞を賜った山

田幸男先生lζ衷心より感謝の怠を表 します。

Summary 

We visited Lake Akan in Hokkaido twice， in 1958 and 1959 to clarify the 

distribution of AegagroPila sautel-i KUETZING (Lake Ball or “Marimo" in ]apanese) 

which is found in th巴 lake.We collected and observecl various species of Aega-

groρila attached to small stones ancl fragm巴ntsof plants there 

1n som巴 resp巴ctse.g. the dimension and shape of the segments， and fOI・m of 

rhizoids， the attaching a1ga resemb1es Aeg. cauesce1lS， Aeg. holsatica， or Aeg. 1I1artensii 

ralher than Aeg. sauteri. But we could not collect ball-shaped aggr巴gationof the 

species. They are found from 1-5m， rarely up to low in depth on the sandy bottom 

wh巴rether巴 arescattered small stones (Fig. 1). 

Their attachm巴ntorgan is on1y a secondary adventitious rhizoid， and the 

rhizoid contains various forms of so-cal1cd“Dermoid" (Fig. 2， A， B， C)， '‘Hericoid" 

(Fig. 2， D)，“Knoten buscher" (Fig. 2， D)，“Sto10nid" (Fig. 2， E， G) ancl “handformig" 

(Fig. 2， F， H， 1). Th巴senames wer巴 givenby BRAND， KjELLMAN and the others 

chie日yfor the五1amentsforming the ball-shaped aggregations 

These rhizoids usually occur in lhe lower parts of the日lam巴nts，but lh巴yoccur 

occasionally al50 in the upper parts， and in such cases the五lamentsar巴 attached

to stones with both lower ancl upper ends of the filamenls (Fig. 3， A， B， C). This 

shows that the plants of ilegagroPila have not perfect polarity. 

It seems that these rhizoids are fundamentally due to mutual entangling of 

lilaments， but when the五lamentsgrow U]J on the stones accidental1y， these rhizoids 

come to serve as attachment organs， and finally the result i5 that the plants become 
entirely attached to the stones 
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医療に 供 さ れ る藻類

久内清孝

K. HISA UCHI; Sea 、、reeclsllsecl fo r mecl i c孔1appliances 

ある必要があって本朝食鑑(元帥 5=1692)のフノリのととろを見たら，

海羅という字をあてて大要次のような怠瞬、のととが書いてあった。 ri括経は

鹿角菜のととで古人は乙れを食したが，近世では紙をすく人が糊料として用

いるだけで， ζ れを食う人はないB 本草綱同によると女子が理髪l乙用いると

あるが，枯り気のため毛髪の古しれるのをふせぐ κ役立つとある。ま乙とにそ

の通つだ。今婦人が事!Uをの とき滑胎として利用するが結果はよい(原i英文L

乙こでは名称、上の乙とはとりあげないで利用の而だけを話題!ζするが， まず

文中にも=は食べたが元総の今日では食べないとある点だが，元Jp.年時代の文化

人はめし上らなかったかも知れないが，漁村l乙は ζ れをたべる風習の残って

いるところもある。その例の一つ!と伊豆の宇佐美の一部ではフクロ フノリ の

生品を味噌汁のみとするととがある。それはそれとして， とれを主!~;主の場合

lζ利用すると いう点はいずれ本草網目のうけうりで1-1本で笑行されたかどう

かは矢口るよしもない。とにかく医療に使はれた記録にはなるがi宗本卜な民間燦
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